
●口腔リハビリテーション科  Division of Rehabilitation for Speech and Swallowing Disorders

1. 所属構成員等
教 授 菊谷　武（院長）, 田村文誉（科長）, 砂田勝久（歯科麻酔学講座）, 佐野　潔

（内科）
准 教 授 石垣佳希（口腔外科）, 中村仁也（歯科麻酔）
講 師 西脇恵子（言語聴覚士室 室長）, 児玉実穂, 高橋賢晃（医長）, 町田麗子, 戸原

雄（医長）, 梅津糸由子(小児歯科), 村松健司（小児歯科）, 筒井友花子（歯科麻
酔学講座）, 篠原健一郎（歯科麻酔学講座）, 今井智明（歯科麻酔）

助 教 岡山浩美, 関妃美子, 佐々木力丸, 佐川敬一朗, 古屋裕康, 山田裕之, 矢島悠里,
元開早絵, 礒田友子, 新藤広基, 小川賀子, 仲澤裕次郎, 五十嵐公美, 新見嘉邦
（小児歯科）, 酒井有沙（歯科麻酔学講座）, 小林清佳（歯科麻酔）, 北詰栄里
（口腔外科）

非常勤歯科
医 師

柴﨑育美

臨 床 教 授 松本宜明, 米山武義, Michael E. Groher, 大井裕子
臨床准教授 花形哲夫, 吉田光由, 五島朋幸, 今井庸子
臨 床 講 師 森　寛子, 田代晴基, 鈴木　亮, 三好真人, 佐々木由香, 西方浩一, 須釜槙子, 大

石朋子, 岡澤仁志, 平澤玲子, 山根由紀子

2. 研究テーマ
1) 摂食・嚥下リハビリテーション  Dysphagia rehabilitation．
2) 口腔ケア  Oral health Care．
3) 高齢者に対する歯科診療  Dental treatment for Elderly People．
4) 歯科訪問診療  Home Visiting Dental Care．
5) 咀嚼器官の運動障害が咀嚼機能に与える影響  Masticatory function affected by

masticatory　disorders with motor disorder．
6) レット症候群の摂食機能  Feeding of Rett syndrome．
7) コミュニケーション障害患者のリハビリテーション  Speech and language

therapy in communication disorders．
8) 高次脳機能障害患者の社会復帰支援  Social problem for person with traumatic

brain injury and their significant others．
9) 誤嚥性肺炎と口腔ケア  Aspiration pneumonia and oral health care．
10) 障害児の摂食機能  Feeding function of disabled children．
11) 小児の摂食機能の発達と障害  Development and disabilities of feeding in

children．
12) 子供の食の問題と母親の育児負担との関係  Relationship between children’s

eating problem and mother’s parenting burder．
13) 原始反射の再出現が摂食機能に与える影響  Effects of reappearance of

primitive reflexes on eating function and prognosis．
14) 口唇口蓋裂児の吸啜時の舌運動の解析  Analysis of tongue movements during

sucking by infants with cleft lip and palate．
15) 地域包括ケアシステムに対応可能な歯科医師育成プログラムの構築  Development

of cultivation program for dentist for the regional comprehension system.

3. 今年度の研究上の特筆すべき事項
受賞
1) 第2回在宅医療連合学会大

会最優秀演題賞（佐藤智賞）, 古屋裕康, 矢島悠里, 菊谷武, 2020年6月28日, 在
宅療養中の経管栄養患者に対する経口摂取再開への取り組み

特許
記載事項なし

4. 学位取得者



記載事項なし

5. 主催学会等
1) 「食べるを支える」口腔機能発達不全症研修会, 東京（オンライン）, 2020年8月4

日, 講師：田村文誉.
2) 「食べるを支える」オーラルフレイル研修会, 東京（オンライン）, 2020年8月18

日, 講師：菊谷　武.
3) 「食べるを支える」ミールラウンド研修会, 東京（オンライン）, 2020年9月17日,

講師：菊谷　武、高橋賢晃.
4) 「食べるを支える」歯科と栄養研修会, 東京（オンライン）, 2020年10月15日, 講

師：菊谷　武、尾関麻衣子.
5) 食べるを支える研修会2020「摂食嚥下超入門」3回シリーズ, 東京（オンライン）,

2020年11月13日、27日、12月11日, 講師：菊谷　武、尾関麻衣子.
6) 「食べるを支える」研修会　口腔機能発達不全症　2回コース, 東京（オンライ

ン）, 2021年1月14日、28日, 講師：田村文誉、山田裕之、高島良代、尾関麻衣
子、水上美樹.

7) 「食べるを支える」研修会2021 アーカイブ, 東京（オンライン）, 2021年2月18
日、3月11日、25日, 講師：菊谷　武、高橋賢晃、尾関麻衣子.

6. 国際交流状況
記載事項なし

7. 外部・学内研究費
1) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 若手研究, (継続), 2019～2020

年度, 在宅胃瘻患者の楽しみのための食事をサポートする遠隔支援の有効性に関す
る研究, 古屋裕康(代表), 4,030,000円, 2020年度, 2,080,000円

2) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 若手研究, (継続), 2019～2021
年度, サルコペニアによる摂食嚥下障害の新たな診断方法開発とリハビリテーショ
ン効果の検証, 横田悠里(代表), 4,290,000円, 2020年度, 1,750,000円

3) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (継続), 2018
～2021年度, 高度医療受給している小児在宅患者に対する遠隔診療を導入した口腔
管理システムの構築, 町田麗子(代表), 菊谷武、田村文誉(分担), 4,420,000円,
2020年度, 1,300,000円

4) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（B）, (継続), 2018
～2020年度, 機械学習を用いた嚥下造影検査診断補助システムの開発, 菊谷　武
(代表), 5,330,000円, 2020年度, 5,330,000円

5) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (継続), 2018
～2020年度, 嚥下障害患者の食行動モニタリングによる誤嚥性肺炎の予測, 大石朋
子(代表), 菊谷　武(分担), 4,290,000円, 2020年度, 1,040,000円

6) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (新規), 2020
～2022年度, 人工知能による深層学習を応用した運動障害性咀嚼障害の多軸診断支
援システムの開発, 大野　彩(代表), 菊谷　武(分担), 4,420,000円, 2020年度,
1,820,000円

7) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (継続), 2018
～2021年度, 小児期における口腔機能発達評価指針作成のための調査研究, 木本茂
成(代表), 田村文誉(分担), 3,120,000円, 2020年度, 910,000円

8) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (継続), 2019
～2021年度, 発達障害等の子どもの食の困難と子ども・家庭包括型発達支援システ
ムの開発, 田部絢子(代表), 田村文誉(分担), 4,290,000円, 2020年度, 1,365,000
円

9) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, （若手研究）, (継続), 2019～
2022年度, 整形外科入院の高齢患者に対する歯科参加型チーム医療システムの開発
と効果の検証, 小川賀子(代表), 4,290,000円, 2020年度, 780,000円

8. 研究業績



A. 著書
1. 田村文誉 (共著) , 妊産婦のお口のケア, １版, 一般財団法人　口腔保健協会, 東

京, 2020, ISBN 978-4-89605-365-4.
2. 田村文誉 (共著) , 授乳・離乳の支援ガイド（2019年改訂版）　実践の手引, １

版, 公益財団法人　母子衛生研究会, 東京, 2020, ISBN 978-4-938481-31-5.
3. 田村文誉 (共著) , 食べる機能・口腔機能の発達Q&A, １版, 医学情報社, 東京,

2020, ISBN 978-4-903553-80-1.
4. 1) 菊谷　武 (分担執筆・監修) : 2章06　口腔機能低下の診断基準となる7項目

COUMN「ペコぱんだ」, 56-56, 一般社団法人　日本老年歯科医学会, かかりつけ歯
科医のための　口腔機能低下症入門, １版, 株式会社デンタルダイヤモンド社, 東
京, 2020, ISBN 978-4-88510-474-9.
2) 菊谷　武 (分担執筆・監修) : 2章08　嚥下機能低下, 66-71, 一般社団法人
日本老年歯科医学会, かかりつけ歯科医のための　口腔機能低下症入門, １版, 株
式会社デンタルダイヤモンド社, 東京, 2020, ISBN 978-4-88510-474-9.

5. 1) 田村文誉 (分担執筆・監修) : 2章08　嚥下機能低下, 66-71, 一般社団法人
日本老年歯科医学会, かかりつけ歯科医のための　口腔機能低下症入門, １版, 株
式会社デンタルダイヤモンド社, 東京, 2020, ISBN 978-4-88510-474-9.
2) 田村文誉 (分担執筆・監修) : 2章08　嚥下機能低下　COLUMN「他の嚥下機能ス
クリーニング」, 73-73, 一般社団法人　日本老年歯科医学会, かかりつけ歯科医
のための　口腔機能低下症入門, １版, 株式会社デンタルダイヤモンド社, 東京,
2020, ISBN 978-4-88510-474-9.
3) 田村文誉 (分担執筆・監修) : 3章02　口腔機能低下症の管理と多職種連携,
83-85, 一般社団法人　日本老年歯科医学会, かかりつけ歯科医のための　口腔機
能低下症入門, １版, 株式会社デンタルダイヤモンド社, 東京, 2020, ISBN 978-
4-88510-474-9.

6. 1) 田村文誉 (分担執筆・編集) : 第1章　子どもとその口腔を考えるヒント, 2-
11, 田村文誉, 子どもとその口腔の診かた, １版, 医歯薬出版株式会社, 東京,
2021, ISBN 978-4-263-44615-7.
2) 田村文誉 (分担執筆・編集) : 第1章　子どもとその口腔を考えるヒント, 20-
23, 田村文誉, 子どもとその口腔の診かた, １版, 医歯薬出版株式会社, 東京,
2021, ISBN 978-4-263-44615-7.
3) 田村文誉 (分担執筆・編集) : 第1章　子どもとその口腔を考えるヒント, 32-
34, 田村文誉, 子どもとその口腔の診かた, １版, 医歯薬出版株式会社, 東京,
2021, ISBN 978-4-263-44615-7.
4) 田村文誉 (分担執筆・編集) : 第2章　口腔機能発達不全に立ち向かうためのト
ピック, 48-49, 田村文誉, 子どもとその口腔の診かた, １版, 医歯薬出版株式会
社, 東京, 2021, ISBN 978-4-263-44615-7.
5) 田村文誉 (分担執筆・編集) : 第3章　口腔機能発達不全への対応事例, 88-91,
田村文誉, 子どもとその口腔の診かた, １版, 医歯薬出版株式会社, 東京, 2021,
ISBN 978-4-263-44615-7.

7. 1) 山田裕之 (分担執筆) : 第1章　子どもとその口腔を考えるヒント, 18-19, 田
村文誉, 子どもとその口腔の診かた, １版, 医歯薬出版株式会社, 東京, 2021,
ISBN 978-4-263-44615-7.
2) 山田裕之 (分担執筆) : 第1章　子どもとその口腔を考えるヒント, 24-31, 田
村文誉, 子どもとその口腔の診かた, １版, 医歯薬出版株式会社, 東京, 2021,
ISBN 978-4-263-44615-7.
3) 山田裕之 (分担執筆) : 第1章　子どもとその口腔を考えるヒント, 35-39, 田
村文誉, 子どもとその口腔の診かた, １版, 医歯薬出版株式会社, 東京, 2021,
ISBN 978-4-263-44615-7.
4) 山田裕之 (分担執筆) : 第2章　口腔機能発達不全に立ち向かうためのトピッ
ク, 40-47, 田村文誉, 子どもとその口腔の診かた, １版, 医歯薬出版株式会社,
東京, 2021, ISBN 978-4-263-44615-7.
5) 山田裕之 (分担執筆) : 第2章　口腔機能発達不全に立ち向かうためのトピッ
ク, 78-81, 田村文誉, 子どもとその口腔の診かた, １版, 医歯薬出版株式会社,
東京, 2021, ISBN 978-4-263-44615-7.



8. 保母妃美子 (分担執筆) : 第1章　子どもとその口腔を考えるヒント, 12-14, 田村
文誉, 子どもとその口腔の診かた, １版, 医歯薬出版株式会社, 東京, 2021, ISBN
978-4-263-44615-7.

9. 礒田友子 (分担執筆) : 第3章　口腔機能発達不全への対応事例, 82-84, 田村文
誉, 子どもとその口腔の診かた, １版, 医歯薬出版株式会社, 東京, 2021, ISBN
978-4-263-44615-7.

10. 1) 菊谷　武 (分担執筆・監修) : 第1章　口腔ケアの必要性, 2-19, 菊谷　武, 基
礎から学ぶ口腔ケア, 3版, 株式会社学研プラス, 東京, 2021, ISBN 978-4-7809-
1414-6.
2) 菊谷　武 (分担執筆・監修) : 第4章　さまざまな患者へのケア, 56-61, 菊谷
武, 基礎から学ぶ口腔ケア, 3版, 株式会社学研プラス, 東京, 2021, ISBN 978-4-
7809-1414-6.
3) 菊谷　武 (分担執筆・監修) : 第4章　さまざまな患者へのケア, 81-90, 菊谷
武, 基礎から学ぶ口腔ケア, 3版, 株式会社学研プラス, 東京, 2021, ISBN 978-4-
7809-1414-6.
4) 菊谷　武 (分担執筆・監修) : 第4章　さまざまな患者へのケア, 213-217, 菊
谷　武, 基礎から学ぶ口腔ケア, 3版, 株式会社学研プラス, 東京, 2021, ISBN
978-4-7809-1414-6.

11. 1) 田村文誉 (分担執筆) : 第3章　口腔ケアの基本技術, 38-55, 菊谷　武, 基礎
から学ぶ口腔ケア, 3版, 株式会社学研プラス, 東京, 2021, ISBN 978-4-7809-
1414-6.
2) 田村文誉 (分担執筆) : 第4章　さまざまな患者へのケア, 107-113, 菊谷　武,
基礎から学ぶ口腔ケア, 3版, 株式会社学研プラス, 東京, 2021, ISBN 978-4-
7809-1414-6.
3) 田村文誉 (分担執筆) : Column　チームアプローチと口腔ケア, 18-19, 菊谷
武, 基礎から学ぶ口腔ケア, 3版, 株式会社学研プラス, 東京, 2021, ISBN 978-4-
7809-1414-6.
4) 田村文誉 (分担執筆) : Column　食品を活用した口腔ケア, 45-45, 菊谷　武,
基礎から学ぶ口腔ケア, 3版, 株式会社学研プラス, 東京, 2021, ISBN 978-4-
7809-1414-6.
5) 田村文誉 (分担執筆) : Column　キシリトール（ガム、タブレット）の利用,
53-53, 菊谷　武, 基礎から学ぶ口腔ケア, 3版, 株式会社学研プラス, 東京,
2021, ISBN 978-4-7809-1414-6.
6) 田村文誉 (分担執筆) : Column　重度の嚥下障害が回復した例, 54-55, 菊谷
武, 基礎から学ぶ口腔ケア, 3版, 株式会社学研プラス, 東京, 2021, ISBN 978-4-
7809-1414-6.

12. 田村文誉 (分担執筆) : 第2章　妊娠期に必要な栄養の基礎知識, 103-112, 杉山
隆，瀧本秀美, はじめてとりくむ妊娠期・授乳期の栄養ケア, １版, 医歯薬出版株
式会社, 東京, 2021

13. 戸原　雄 (分担執筆) : 摂食・嚥下障害の評価, 73-83, 柳沢信夫，鈴木隆雄，角
保徳, 高齢者の食事と栄養,口腔ケア, 1版, 長寿科学振興財団, 東京, 2020, ISBN
978-4-9908157-5-2.

14. 菊谷　武 (共著・監修) : , 食事療法 はじめの一歩シリーズ「誤嚥性肺炎を防ぐ
安心ごはん-誤嚥を防いで安全でおいしい食事を！」, 1版, 女子栄養大学出版部,
東京, 2021, ISBN 978-4-78951-890-1.

15. 菊谷　武 (共著・監修) : , 歯科と栄養が出会うとき, １版, 医歯薬出版株式会
社, 東京, 2020, ISBN 978-4-263-44600-3.

16. 菊谷　武 (共著・監修) : , シニアの筋トレ・口トレ・骨体操, 3版, NHK出版, 東
京, 2020, ISBN 978-4-14-794182-2.

17. 田村文誉 (共著・編集) : , 最新　歯科衛生士教本　小児歯科, 2版, 医歯薬出版
株式会社, 東京, 2021, ISBN 978-4-263-42865-8.

18. 田村文誉 (分担執筆) : , 小学校教育用語辞典, 2版, ミネルヴァ書房, 京都,
2021, ISBN 978-4-623-09079-2.
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20) 戸原　雄　: 高齢者の摂食嚥下機能支援, 町田市歯科医師会摂食嚥下研修会, 東京
(2020年9月10日，10月10日，11月14日)．

21) 高橋賢晃: 食事外部観察評価, 認定歯科衛生士セミナー, 公益社団法人日本歯科衛
生士会ホームページ受講者の会員ページ (2021年1月9日～2月20日)．

22) 高橋賢晃: 「摂食嚥下障害のゴール設定とリハビリテーション計画立案のためのポ
イント―基礎編―」
「摂食嚥下障害のゴール設定とリハビリテーション計画立案のためのポイント―症
例を通じての実践編―」, 在宅歯科診療普及研修会　, Zoomおよび山梨県歯科医師
会館 (2021年1月24日，1月31日)．

H. その他の出版物
記載事項なし


